








































 最終試験は 8 月 17 日に行われた．審査委員一同出席の下，学生に対して，博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行ったところ，その内容は十分であった．一方，専門知識につい
ては公開発表会での質疑応答でのディスカッションにより，十分であると審査委員一同確認した． 
 学術論文については，以下の 3編が第一著者として公表済みであることを確認した． 
1. H. Wu, A. Aoki, T. Arimoto, T. Nakano, H. Ohnuki, H. Ren, H. Endo: Biosensors and Bioelectronics; 67, 
503-510 (2015) 
2. H. Wu, H. Ohnuki, H. Ren, H. Endo: Sensors and Materials. 27, 793-803 (2015) 
3. H. Wu, H. Ohnuki, K. Hibi, H. Ren, H. Endo: Fish Physiology and Biochemistry. 42, 19-27 (2016) 
 これら学術論文は全て英語で書かれており，かつ，国際会議においては英語による発表を行って
おり，英語の学力については問題ないと判断した．また，講演発表は共著を含めて国際会議 8 回，
国内学会 6 回の発表を行い，2014 年 12 月に中華人民共和国で開催された China-Japan-Korea 
Graduates Academic Exchange Conference 2014の口頭発表では"Excellent Thesis Second Prize"を受賞し
ていることを確認した．合同セミナーの単位についても，代替科目となる企業型プロジェクトを履
修済（評価：優）であることを確認した． 
 以上から，学生について博士論文審査，最終試験とも合格と判定した． 
